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令和４年１月25日　第133号 2

表紙のことば
【読者の方からの応募写真です】

氷瀑の写真を撮りたくて、真冬の
竜返しの滝へ行きました。風花が
舞う朝の新雪に、野生動物の足あ
とを見つけました。気温は氷点下
でしたが、とても清々しく冬の芸
術に感動しました。

撮影者：細江 久美子さん
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令和４年１月25日　第133号3

答　
一
回
目
は
1
月
20
日

の
予
定
。
申
請
時
期
に
よ

り
異
な
る
。

問　
扶
養
さ
れ
て
い
る
19

歳
は
漏
れ
て
お
り
、
一
部

自
治
体
で
は
給
付
を
検
討

し
て
い
る
が
当
町
は
。

答　
現
状
で
は
国
と
同
等

で
考
え
て
い
る
。

問　
協
力
金
の
用
途
は
。

答　
営
農
を
始
め
る
際
の

経
費
、
土
地
所
有
者
の
換

地
保
証
金
と
し
て
も
使
用

で
き
自
由
度
が
高
い
。
今

後
立
ち
上
げ
る
実
行
委
員

会
で
協
議
す
る
。

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金2

億
9
0
8
0
万
円

　
町
で
は
10
万
円
を
一
括

現
金
給
付
し
ま
す
が
、
児

童
手
当
て
支
給
対
象
世
帯

は
申
請
不
要
で
す
。

問　
16
歳
以
上
の
子
ど
も

の
み
を
養
育
す
る
場
合
の

給
付
時
期
は
。

南
地
区
複
合
施
設
建
設
工
事

1
千
万
円

　
輸
入
木
材
不
足
に
よ
る

価
格
高
騰
の
た
め
補
正
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

問　
業
者
が
材
料
の
調
達

を
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

工
期
に
間
に
合
う
の
か
。

答　
遅
れ
て
い
る
が
最
終

的
に
は
間
に
合
う
よ
う
業

者
と
調
整
し
て
い
る
。

馬
取
地
区
ほ
場
整
備
事
業

集
積
協
力
金

2
8
1
万
6
千
円

　
国
・
県
の
補
助
金
を
活

用
し
て
馬
取
地
区
に
あ
る

17
・
6
㌶
の
ほ
場
を
整
備

し
て
作
物
生
産
性
の
向
上

を
目
指
す
事
業
で
す
。
農

地
の
集
約
は
農
地
中
間
管

理
機
構
が
地
権
者
か
ら
取

り
ま
と
め
て
借
り
受
け
ま

す
。
公
募
で
選
ば
れ
た
5

事
業
者
が
、
7
年
よ
り
営

農
の
一
部
を
開
始
す
る
見

込
み
で
す
。（
6
ペ
ー
ジ

参
照
）

福
祉
灯
油
券3

3
0
0
万
円

問　
福
祉
灯
油
券
の
配
布

を
受
け
る
の
に
申
請
は
必

要
か
。

答　
非
課
税
世
帯
を
対
象

に
灯
油
券
を
送
付
す
る
。

申
請
は
不
要
。

問　
灯
油
券
は
ど
こ
で
使

え
る
の
か
。

答　
町
内
15
か
所
で
利
用

で
き
る
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
条
例
の
制
定

問　

寄
附
対
象
事
業
と

し
て
「
地
域
再
生
計
画
に

記
載
す
る
事
業
」
と
あ
る

が
内
容
は
。

総
合
政
策
課
長　

地
域

課
題
を
踏
ま
え
た
目
標

を
４
項
目
設
定
し
、
こ

れ
に
基
づ
く
事
業
を
実

施
し
て
い
き
た
い
。

①
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

り
と
特
性
を
活
か
し
た

軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
形

成②
軽
井
沢
へ
の
新
し
い

人
の
流
れ
を
生
み
出
す

③
ふ
る
さ
と
軽
井
沢
で

子
ど
も
を
産
み
・
育
む
環

境
を
つ
く
る

④
参
画
・
協
働
に
よ
る
安

心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

問　
企
業
版
を
使
う
事
業

内
容
は
。

総
合
政
策
課
長　
信
州
大

学
に
お
け
る
先
端
研
究
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
構
築
を
主

に
考
え
て
い
る
。

問　
事
業
方
針
は
決
ま
っ

て
い
る
が
具
体
的
な
事
業

は
こ
れ
か
ら
と
い
う
こ
と

か
。

総
合
政
策
課
長　
現
段
階

で
は
大
局
的
に
作
成
し
て

い
る
。
事
業
を
行
う
場
合

は
寄
附
者
で
あ
る
企
業
と

の
話
し
合
い
の
中
で
個
別

計
画
を
作
り
事
業
を
実
施

し
て
い
く
。

問　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
は
人
材
派
遣
型
と
い

う
も
の
も
あ
る
よ
う
だ
が
、

活
用
す
る
考
え
は
。

総
合
政
策
課
長　
状
況
に

応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

子育て世帯等
臨時特別給付金

補
正
予
算

議案
審議

補正
予算

11
月
第
１
回
会
議

12
月
定
例
会

福祉灯油券

懐かしい軽井沢の原風景
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採択・不採択 　願意の妥当性、実現の可能性などについて審議し、妥当と認める場合は採択、
妥当と認められない場合は不採択となります。

一部採択 　願意全部については認められない場合、願意の一部のみを採択する方法がと
られます。

趣旨採択 　願意は十分理解できるが、実現の可能性が低い場合などに「趣旨には賛成で
ある」という意味の趣旨採択という方法がとられます。

●●●用語説明●●●

所管する委員会で、請願・陳情者などから願意を聴取し内容等について質問、
必要に応じ関係執行機関からも聞き取りを行うなど詳しく審査します。

委員のみで話し合い、委員会としての採択の可否を決定します。その後、
本会議に諮り、全議員で議決します。

採択された場合、国・県へは議会としての意見書等
を提出します。町へは請願・陳情書に採択理由を付
して送付します。

議
会
Q
&
A

議会Q&A議会Q&A 議会ってどんなところ？議会ってどんなところ？
わかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会の基本的なしくみ
をやさしくわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきたいと思います。

請願・陳情ってなあに？請願・陳情ってなあに？

議会ってどんなところ？議会ってどんなところ？

QQ

AA 町民のみなさんが国・県・町への意見や要望を
議会へ願い出ることです。

　憲法で保障された国民の権利
であり、一人以上の紹介
議員が伴えばどなたでも
議会に提出できます。

　紹介議員はいりませ
んが、意見や
要望を議会に
提出できます。

請願 陳情

１

２

３



令和４年１月25日　第133号5

請願・陳情請願・陳情はこうなりましたはこうなりました

請願者 件名 要　　旨

軽井沢オーガニック
給食を考える会
代表者
　上原　友香

軽井沢町内の保
育 園・ 小 学 校・
中学校における
有機給食の実現
に向けた請願

❶有機農産物（有機 JAS に限らず）などに段階的に切り替える
❷遺伝子組み換え及びゲノム編集された作物を使わない
❸できる限り食品添加物・化学調味料を使わない
❹上記により生じる給食費の値上がりについては町が負担する
❺上記を条例として明確に示す

給食に有機農産物を

請願者からの聞き取りでは 委員会審議での意見の一部

本会議での討論

●千葉県いすみ市では、職員が民間稲
作研究所の先生を探し、技術的な支
援を行うことで有機栽培による米作
りに成功している。

●県内松川町では、有機栽培に高い知
識を持つ方を呼び、情報提供や勉強
会を実施している。

●有機農家が少ないため、自分達も遊
休農地を借りて有機農業に踏み出
し、採れた物をできた分だけ少しず
つ使ってもらいたい。

●食材供給体制が整っていない段階
での条例化は時期尚早。

●条例に示すことで慣行農家が差別
されては困る。

●遺伝子組み換えゲノム編集食品は
厚労省から資料が公表されてい
る。それに基づいた判断が必要と
考える。

●厚労省の資料はあるが、不確実な
要素があることは否定できないた
め、予防的に除外したい。

　 

請
願
事
項
１
〜
4
を
採
択
と
し
た

一
部
採
択

 

所
管
す
る
委
員
会

　
本
会
議 一部採択に反対し、採択に賛成する討論

赤井信夫　実際の条例化には、他の法律や条例との調整、文言の作成などに時間もかかる。「条
例として明確に示す」ことを目標に置くことで、来るべき時期に円滑に条例化できると考え、
全ての事項の採択に賛成する。

請願第３号

議席番号

1
　
眞
島
　
聡
子

2
　
福
本
　
　
修

3
　
赤
井
　
信
夫

4
　
中
澤
　
睦
夫

5
　
木
内
　
　
徹

6
　
寺
田
和
佳
子

7
　
押
金
　
洋
仁

8
　
利
根
川
泰
三

9
　
遠
山
　
隆
雄

10
　
横
須
賀
桃
子

11
　
川
島
さ
ゆ
り

12
　
土
屋
　
好
生

13
　
佐
藤
　
幹
夫

14
　
市
村
　
　
守

15
　
佐
藤
　
敏
明

採決結果

委員会
（8 名）

１ 〇 〇 〇 〇 〇

委
員
長

〇 〇 採　択（全員）

一部採択
2 － 〇 〇 〇 － 〇 － 採　択（4：3）
3 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 採　択（6：1）
4 － 〇 〇 〇 － 〇 〇 採　択（5：2）
5 － 〇 〇 － － － － 不採択（2：5）

本会議 〇 〇 － － － － － 〇 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 一部採択（9：5）
（〇は賛成　　－は不賛成　　議長は採決に、委員長は委員会採決に加わりません）

社
会
常
任
委
員
会

委員会
結果

請
願
・
陳
情
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請願者 件名 要　　旨
軽井沢サクラソウ会議
代表幹事
　須永　久

馬取山田地区
ほ場整備事業
に関する請願

　本事業計画地は、アサマフウロをはじめ希少植物があり、生
物多様性豊かな地であるので計画地のごく一部を自然生態園と
して保全保護することを求める

ほ場のごく一部を自然生態園へ

委員会審議での意見の一部請願者からの提案

●町は地権者と話しているがサクラソウ会議と地権者と
の話ができていない。専門家の話を聞き今の場所に残
すことを慎重に判断し、正しい情報を県に伝えるべき。

●町からの説明では、計画変更すると事業継続できない。
希少植物も大事なので、適地を見つけ移植し事業を進
めるということで、趣旨は理解できる。

●今後、希少植物として保護していくため、必ず専門家
の知見を借り研究していくこと。

●希少植物生息区域を観光農園
の一部として、計画から切り
離すことなく農地として保全
できないか。

●保全したい区域と農地改良す
る場所との間に水止めを設置。
客土によって生じる高低差を
のり面で処理し、ハシバミを
植栽する案はどうか。

【理由】
❶既にほ場として事業計画が進み、国の補助事

業の採択を待つ段階である。仮に変更となれ
ば事業自体が却下され、二度と採択されない
可能性があることや地権者への補償問題に発展する等の理由から現地保存は難しい。しかし、
希少植物の保護を求める請願者の願意は理解できる。

❷地権者も移植することには異を唱えていないことから、専門家の見識を得て、複数の適地を
見つけ保護することで全滅を避けることができる。

　
所
管
す
る
委
員
会

　
本
会
議 趣旨採択に反対し、採択に賛成する討論 趣旨採択に賛成する討論

赤井信夫　国・県に確認したところ、計画変更
による却下はあり得ず、事業採択後の変更も可
能である。むしろ「ミズチドリ」が県希少野生
動植物条例の指定種であることから環境対応は
必須である。

押金洋仁　農地中間管理機構の事業実施要領に
も地域の環境に配慮されているかという要件が
ある。地権者・営農者の利益を損なわずに計画
を修正し 17・8㌶のわずか 3％に当たる 5500
㎡を自然生態園として保存していくことは可能
である。

遠山隆雄　地権者３名は従来通りの
計画で進めてほしいということであ
り、希少野生植物があるからと言っ
て現地保存は難しい。事業を断念し
て自然生態園を作るということは無
理である。地権者は他の場所での移
植も良しとしている。

アサマフウロアサマフウロ ミズチドリミズチドリ

請願第４号

議席番号
（5 ページ参照）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 採決結果

委員会
（8 名） 〇 － － 〇 〇

委
員
長

－ 〇 趣旨採択（4：3）

本会議 〇 〇 － － － － － 〇 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 趣旨採択（9：5）
（〇は賛成　　－は不賛成　　議長は採決に、委員長は委員会採決に加わりません）

趣旨採択

総
務
常
任
委
員
会

本会議での討論

委員会
結果

3 ページ参照

請
願
・
陳
情
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陳 情 者 件　　名 要　　旨 結　果
 丸山 一枝

他 2 名 上水道布設に関する緊急陳情 上水道給水区域外だが高齢でもあるので布設を
してほしい 不採択

不採択の理由…上水道布設には厚生労働大臣の事業認可が必要であり、本件では特定の者の需要であるた
め認可基準である水道法第８条第１項「当該水道事業の開始が一般の需要に適合すること」に該当してい
ないため。

請願者 件名 要　　旨
軽井沢中学校 PTA
会長
　今野　篤

軽井沢中学校生の「通学
用バス利便性向上」および

「通学のための公共交通機
関確保」を求める請願

❶ 2022 年度町内循環バス西コースについて、下校に適
した時刻表編成をすること。それがかなわない場合には、
下校専用の車両を用意すること

❷ 茂沢から通学するための公共交通手段を確保すること

請願者からの聞き取りでは

●曜日にもよるが下校時は 1 時間以上待つ生徒もいる。
● 6km 以上のバス通学に金銭的補助はあるが、補助

よりは乗車しやすい時刻の設定を望む。
●西地区以外からはダイヤ改正等を望む声はない。
●しなの鉄道との接続に関係する利用者は少ないの

ではないか。
●茂沢地区からの通学路は急勾配も含め約 8km の道

のりであるため、小学生と同様にタクシー通学等
に対する補助がほしい。

　願意は理解でき共感
もするが、西地区以外
から改善を望む声が全
く無いとは言えず、町
内全域の意見を吸いあ
げた上で全体として検
討すべき。

本会議での質疑

趣
旨
採
択

問　PTA 連合会での取りまとめを求める意見があったが、中学校 PTA の請
願に高校・小学校を含めた全町的な目配りが必要なのか。
答　軽井沢中学生と件名にあるのに一部の地域だけを取り上げており、他地
区から要望があがっていないとはいえ、PTA として中学生全体の意見を把
握すべき。

議席番号
（5ページ参照）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 採決結果

委員会
（8 名） 〇 〇 〇 〇 〇

委
員
長

〇 〇 趣旨採択（7：0）

本会議 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議長 〇 〇 〇 趣旨採択（13：1）
（〇は賛成　　－は不賛成　　議長は採決に、委員長は委員会採決に加わりません）

通学格差の解消を請願第５号

陳情第５号

 

所
管
す
る
委
員
会

　
本
会
議

委員会審議での
意見の一部

社
会
常
任
委
員
会

本会議での討論

福本修　交通政策基本法の趣旨に照らして、冬季などに自力で通学できな
かったり、バスを１時間待つ状況は自立した社会生活が確保されているとは
いえず、それらが担保される施策を行うことが自治体の責務である。

委員会
結果

趣旨採択に反対し、採択に賛成する討論

請
願
・
陳
情

電動アシスト自転車で
中学校に通う茂沢の生徒
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一
般
質
問

町
へ
の
提
言
!

一般
質問

1 日目 2日目

横須賀 桃子 （９ページ）

●英語で教科を学ぶイマージョン教育の導入を

木内　 徹 （10 ページ）

●再生可能エネルギーを供給する新電力会社に換
えては

眞島 聡子 （11 ページ）

●オストメイト対応トイレ設置への取り組みは
●すこやかお出かけ利用券をしなの鉄道で利用で

きないか

川島 さゆり （12 ページ）

●通学路で危険な交差点の検証と改善策は
●災害時の聴覚障がい者への情報伝達は

寺田 和佳子 （13 ページ）

●今後の特別支援は現場の再構築も視野に入れる
べきでは

福本 　修 （14 ページ）

●観光圏整備法を活用し連泊需要を掘り起こして
はどうか

中澤 睦夫 （15 ページ）

●営農型太陽光発電を設置する場合の基準は
●発地市庭の出荷者減少対策は

佐藤 幹夫 （16 ページ）

●インフルエンザワクチンの十分な確保は
●新型コロナウイルス感染症対策緊急資金融資等は
●旧三笠ホテルの活用は

赤井 信夫 （17 ページ）

●第 4 次食育推進基本計画に照らして不充分では
●小学校へのゲノム編集トマトの苗の配布は
●給食費にかかる費用は

 一般質問  一般質問

検索軽井沢町議会

一般質問は一問一答方式で 1 時間以内となって
います。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。

質問者席には飛沫防止のアクリル板を設置してい
るのでマスクの着用は任意です。
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こ
ど
も
教
育
課
長　
英
語

で
自
分
の
考
え
を
伝
え
ら

れ
る
人
に
育
つ
こ
と
だ
。

問　
豊
橋
市
で
暮
ら
す
外

国
人
労
働
者
の
母
国
語
は

英
語
で
な
い
の
で
、
当
町

と
の
違
い
は
全
く
な
い
。

英
語
教
育
に
お
い
て
町
が

望
む
子
ど
も
像
と
は
何
か
。

問　
英
語
で
算
数
や
理
科

を
学
ば
せ
る
の
は
、
泳
げ

な
い
子
ど
も
を
い
き
な
り

海
に
放
り
込
む
の
と
同
じ

だ
と
言
う
人
も
い
る
が
、

子
ど
も
は
順
応
性
が
高
い

の
で
、
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教

育
を
中
学
校
の
体
育
以
外

に
も
取
り
入
れ
、
小
学
校

で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
今
後
、

中
学
校
に
お
い
て
は
何
の

教
科
が
効
果
的
で
あ
る
か

を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

小
学
校
に
お
け
る
イ
マ
ー

ジ
ョ
ン
教
育
に
関
し
て
は
、

既
に
導
入
し
て
い
る
豊
橋

市
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

問　
豊
橋
市
は
、
３
年
間

イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
を
テ

ス
ト
的
に
実
施
し
、
昨
年

よ
り
国
語
以
外
の
授
業
を

全
て
英
語
で
教
え
て
い
る
。

な
ぜ
、
当
町
で
は
６
年
間

も
体
育
の
み
で
、
他
の
教

科
で
は
導
入
し
な
い
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
豊
橋

市
は
、
外
国
人
労
働
者
が

多
く
、
環
境
的
に
導
入
し

や
す
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
町
で
は
小
中
学
生
に
外

国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

に
よ
る
英
語
学
習
を
行
い
、

さ
ら
に
中
学
校
に
お
い
て

は
体
育
の
授
業
を
英
語
で

行
う
「
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教

育
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
り
、

国
で
は
昨
年
度
よ
り
小
学

５・
６
年
生
の
英
語
が
教

科
と
な
り
ま
し
た
。

問　
英
語
が
小
学
校
で
教

科
と
な
っ
た
が
、
教
員
が

抱
え
る
課
題
と
は
何
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
児
童

の
家
庭
環
境
に
よ
り
異
な

る
英
語
力
に
考
慮
し
た
授

業
づ
く
り
で
あ
る
。

問　
A
L
T
が
課
題
と
捉

え
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
業
務

委
託
し
て
い
る
の
で
、
直

接
話
を
聴
く
機
会
は
な
い
。

問　
も
っ
と
町
が
積
極
的

に
関
わ
る
べ
き
で
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
学
校

に
任
せ
る
の
が
最
善
で
あ

り
、
問
題
が
あ
れ
ば
学
校

内
で
解
決
し
て
い
る
。

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ
一口
メモ

イマージョン教育とは…外国語を身につける学習方法の１つで、日本においては英
語で授業を受けることです。

横須賀 桃子

英語で教科を学ぶ
イマージョン教育の導入を

こども教育課長こども教育課長
今後、中学校では何の教科が効果的であるか、
また、小学校における導入に関しても研究していきたい

英語のまま理解することで身につく使える英語能力！

一口
メモ
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て
い
る
。

問　
役
場
な
ど
公
共
施
設

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
要

因
の
約
80
％
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
起
源
に
よ
る
も
の
で
、

現
在
の
電
力
会
社
か
ら
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供

給
す
る
新
電
力
会
社
に
換

え
て
は
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長　
早
急
に

再
エ
ネ
由
来
の
電
力
の
調

達
を
進
め
た
い
。
町
内
の

住
民
グ
ル
ー
プ
が
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
を
計
画
し
て
い
る

の
で
、
こ
れ
に
参
加
し
て

再
エ
ネ
電
力
を
安
価
で
購

入
し
た
い
。
来
年
度
か
ら

の
契
約
が
可
能
。

問　
遊
休
農
地
等
を
利
用

し
た
太
陽
光
発
電
設
備
等

の
設
置
に
つ
い
て
町
の
基

本
的
な
考
え
は
。

環
境
課
長　
太
陽
光
発
電

施
設
は
積
極
的
に
推
進
し

て
い
く
。
第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域
以
外
で
要
綱

の
基
準
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
営
農
型
太
陽
光
発
電

や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備

の
設
置
は
可
能
。

材
料
の
使
用
は
可
能
な
の

で
、
検
討
し
た
い
。

問　
環
境
に
配
慮
し
た
製

品
の
グ
リ
ー
ン
購
入
の
達

成
度
は
ど
う
か
。
そ
の
推

進
・
点
検
体
制
は
確
実
に

実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
。

環
境
課
長　

昨
年
の
グ

リ
ー
ン
購
入
の
実
績
は

88
・
9
%
で
、
C
O
2
排

出
実
質
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
当

町
は
着
実
に
計
画
の
推

進
・
点
検
・
評
価
を
行
っ

地
域
整
備
課
長　
実
態
把

握
は
し
て
い
な
い
が
、
型

枠
の
大
半
は
熱
帯
産
木
材

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

問　
地
球
に
酸
素
を
供
給

す
る
熱
帯
雨
林
を
守
る
た

め
に
は
熱
帯
産
木
材
の
使

用
を
減
ら
し
て
い
く
べ
き

で
、
公
共
工
事
の
契
約
時

に
は
そ
れ
を
仕
様
書
に
特

記
す
べ
き
だ
が
。

地
域
整
備
課
長　
適
正
に

管
理
さ
れ
た
森
林
か
ら
の

問　
地
球
環
境
保
全
に
向

け
た
町
の
取
り
組
み
は
。

町
長　
他
自
治
体
に
先
駆

け
た
「
軽
井
沢
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
25
項
目

の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨

林
は
あ
と
数
十
年
で
消
滅

す
る
。
東
南
ア
ジ
ア
を
含

め
た
熱
帯
産
木
材
の
多
く

を
日
本
が
輸
入
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
型
枠
に
も
使

用
し
て
い
る
。
当
町
で
の

使
用
の
実
態
は
。軽井沢スマート

コミュニティ

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

木内　徹

スマートコミュニティとは…地域で電力をつくり、蓄え、使うことで産業や住宅、
公共サービス、交通網などの電力を総合的に管理し、賢くエネルギーを使う社会の
ことです。

一口
メモ

再生可能エネルギーを供給する
新電力会社に換えては

総合政策課長総合政策課長

早急に再エネ由来の電力の調達を進めたい

乾燥による山火事や食糧生産の低下が懸念されている
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す
こ
や
か
お
出

す
こ
や
か
お
出

か
け
利
用
券
を　
　
　

か
け
利
用
券
を　
　
　

し
な
の
鉄
道
で
利
用

し
な
の
鉄
道
で
利
用

で
き
な
い
か

で
き
な
い
か

問　
し
な
の
鉄
道
は
コ
ロ

ナ
禍
で
鉄
道
利
用
者
と
運

賃
収
入
が
激
減
し
町
負
担

額
が
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。
鉄
道
で
利
用
で
き
れ

ば
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
が
。

保
健
福
祉
課
長　
利
用
す

る
こ
と
は
高
齢
者
の
外
出

機
会
を
促
す
等
、
福
祉
向

上
を
図
る
目
的
に
合
致
し

て
い
る
。
シ
ル
バ
ー
回
数

券
購
入
や
普
通
運
賃
に
利

用
で
き
な
い
か
、
し
な
の

鉄
道
と
協
議
す
る
。

住
民
課
長　
い
く
つ
か
の

課
題
も
あ
り
、
利
用
の
可

否
は
し
な
の
鉄
道
の
判
断

と
な
る
。
課
題
を
ク
リ
ア

で
き
れ
ば
、
利
用
券
の
充

実
と
乗
降
客
数
の
増
加
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問　
旧
ス
イ
ス
公
使
館
や

解
体
復
元
工
事
中
の
旧
三

笠
ホ
テ
ル
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
さ
ら
に
多
く
の
方
が

訪
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
。

ま
た
、
避
難
所
に
な
る
施

設
も
あ
り
ト
イ
レ
整
備
は

必
須
で
あ
る
。
建
設
、
改

修
中
や
建
設
予
定
施
設
の

対
応
ト
イ
レ
の
設
置
は
。

総
務
課
長　
改
修
中
の
旧

三
笠
ホ
テ
ル
、
建
設
中
の

南
地
区
複
合
施
設
、
建
設

予
定
の
庁
舎
改
築
周
辺
整

備
事
業
関
連
施
設
、
旧
軽

井
沢
公
民
館
に
設
置
す
る
。

問　
町
の
対
応
ト
イ
レ
情

報
を
入
手
で
き
る
地
図
等

の
作
成
は
。

観
光
経
済
課
長　
観
光
マ

ッ
プ
を
見
直
し
対
応
ト
イ

レ
も
含
む
全
て
の
ト
イ
レ

を
1
枚
の
地
図
に
表
示
す

る
。
今
年
度
中
に
デ
ジ
タ

ル
ブ
ッ
ク
化
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
も
容
易
に
閲
覧
で

き
る
よ
う
進
め
、
観
光
客
、

住
民
に
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
内
容
の
充
実
を
図
る
。

　
新
規
公
共
施
設
の
建
設

や
既
存
施
設
の
大
規
模
改

修
等
の
際
に
は
、
対
応
ト

イ
レ
を
設
置
す
る
。
公
共

施
設
以
外
に
は
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
で
定
め
る
建
築

物
移
動
等
円
滑
化
基
準
に

適
合
さ
せ
る
よ
う
指
導
し

て
い
く
。

問　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
（
以
下
、
対
応
ト

イ
レ
）
設
置
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

総
務
課
長　
外
見
か
ら
は

分
か
り
づ
ら
い
内
部
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
へ
の
対

応
や
取
り
組
み
は
重
要
で

あ
る
。

バリアフリーや移動等
円滑化基準の詳細はこちら

旧軽井沢地区公衆トイレのオストメイト対応トイレ（多機能トイレ）

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

オストメイト対応トイレ設置への
取り組みは

総務課長総務課長
新規公共施設の建設や大規模改修等の際には、
オストメイト対応トイレを設置する眞島 聡子

人工肛門・　膀胱の方（オストメイト）対応トイレ設置で
心のバリアフリーを促進

一口
メモ

建築物移動等円滑化基準とは…建築主等が、２千㎡以上の特別特定建築物を建築
しようとするときに、高齢者・身体障がい者などが円滑に移動できるような措置
を義務付ける基準です。 また、それ以外の特定建築物、および特別特定建築物（2
千㎡未満）を建築しようとするときには、本基準に適合するための努力が必要です。

一口
メモ
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民
生
福
祉
児
童
委
員
協
議

会
で
今
年
度
中
に
講
習
を

行
え
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
。

号
導
入
の
意
見
が
出
た
が
、

交
通
渋
滞
助
長
の
可
能
性

が
あ
る
の
で
、
中
軽
井
沢

駅
前
交
差
点
の
対
策
も
併

せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
、
こ
の
2
つ
の
交

差
点
改
善
に
つ
い
て
、
軽

井
沢
警
察
署
と
佐
久
建
設

事
務
所
で
検
討
中
。

災
害
時
の
聴
覚　

災
害
時
の
聴
覚　

障
が
い
者
へ
の
情
報

障
が
い
者
へ
の
情
報

伝
達
は

伝
達
は

問　
地
元
の
手
話
通
訳
者

が
被
災
し
た
場
合
に
備
え
、

「
遠
隔
手
話
通
訳
シ
ス
テ

ム
」
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

購
入
し
活
用
す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長　
全
く
検
討
し

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

行
っ
て
い
く
。

問　
聴
覚
障
が
い
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

取
り
方
な
ど
を
学
ぶ
、
県

聴
覚
障
害
者
協
会
主
催
の

出
前
講
座
の
開
催
は
。

保
健
福
祉
課
長　
次
年
度

開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
中
部
小
学
校
区
通
学

路
で
危
険
な
交
差
点
の
う

ち
、
中
部
小
通
り
と
新
幹

線
側
道
の
交
差
点
の
検
証

と
改
善
策
は
。

住
民
課
長　
住
民
・
地
元

区
長
か
ら
信
号
機
設
置
の

要
望
は
過
去
に
出
て
お

り
、
警
察
署
と
県
警
交
通

規
制
課
で
現
地
確
認
を
し

た
と
こ
ろ
、
歩
行
者
の
待

機
場
所
が
確
保
で
き
な
い

等
、
基
準
を
満
た
し
て
お

ら
ず
設
置
に
至
っ
て
い
な

い
。
町
道
側
に
、
止
ま
れ

の
電
光
表
示
や
路
面
標
示
、

横
断
歩
道
設
置
な
ど
対
策

を
し
て
い
る
が
、
通
学
路

で
子
ど
も
が
大
勢
通
る
交

差
点
な
の
で
、
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
し
、
安
全

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
中
軽
井
沢
西
交
差
点

に
つ
い
て
は
い
か
が
か
。

住
民
課
長　
横
断
中
の
歩

行
者
死
亡
事
故
を
受
け
、

関
係
機
関
に
よ
る
現
地
診

断
や
再
発
防
止
検
討
会
を

開
催
。
歩
車
分
離
式
信
号

や
右
折
レ
ー
ン
、
右
折
信

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

通学路で危険な交差点の
検証と改善策は

住民課長住民課長

関係機関と連携し安全対策を検討していく
川島 さゆり

一口
メモ

遠隔手話通訳システムとは…聴覚障がい者の意思疎通を支援する仕組みで、タブ
レット端末でテレビ電話等を利用し、離れた場所にいる手話通訳者が画面越しに
手話通訳を行う仕組みです。

事故多発交差点から子どもを守れ！

一口
メモ
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問　
支
援
級
を
一
時
的
な

場
所
と
捉
え
る
の
も
限
界

に
来
て
い
る
。
今
後
の
支

援
は
現
場
の
再
構
築
も
視

野
に
入
れ
る
べ
き
で
は
。

教
育
長　
対
象
者
は
増
加

し
て
お
り
、
全
て
の
課
題

に
対
処
で
き
て
い
な
い
。

　
一
つ
の
方
法
で
あ
る
通

級
指
導
教
室
の
設
置
を
県

に
働
き
か
け
た
い
。

し
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
も
意
見
聴
取

し
、
積
み
上
げ
た
い
。

問　
国
の
設
置
基
準
に
心

理
士
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

当
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　
今
は
考

え
て
い
な
い
が
、
必
要
性

に
応
じ
検
討
し
た
い
。

問　
18
歳
を
過
ぎ
た
場
合
、

ど
こ
に
相
談
し
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
得
ら
れ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

セ
ン

タ
ー
か
、
当
課
が
内
容
に

適
し
た
相
談
先
に
繋
ぐ
。

問　
福
祉
行
政
と
教
育
行

政
の
連
携
が
必
要
な
特
別

支
援
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　
自
立
や

社
会
参
加
を
見
据
え
教
育

的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
生

活
や
学
習
等
の
困
難
を
改

善
・
克
服
す
る
た
め
の
指

導
や
支
援
と
捉
え
て
い
る
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
学
び

の
中
で
生
じ
る
課
題
に
相

談
支
援
と
環
境
調
整
を
行

う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　
18
歳
以
下
の
発
達
障
が

い
を
含
む
障
が
い
児
や
そ

の
家
族
へ
の
支
援
等
を
行

う
施
設
と
し
て
、
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
現
在

の
軽
井
沢
学
園
の
場
所
に

建
設
し
6
年
開
所
予
定
で

す
。
現
在
N
P
O
法
人
四

季
が
セ
ン
タ
ー
同
様
の
事

業
を
委
託
さ
れ
「
に
じ
い

ろ
ポ
ケ
ッ
ト
」
を
開
設
。

今
後
の
セ
ン
タ
ー
運
営
も

同
法
人
が
行
う
予
定
で
す
。

問　
建
設
に
あ
た
り
識
者

を
含
む
検
討
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
開
催

数
が
少
な
い
中
で
計
画
は

進
行
中
で
あ
る
。
委
員
会

の
役
割
と
存
在
意
義
と
は
。

保
健
福
祉
課
長　
重
要
だ

と
認
識
し
つ
つ
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
と
い
う
当
課
の
事

情
も
あ
り
、
設
計
に
関
わ

る
協
議
は
事
務
局
の
み
で

行
い
、
委
員
会
開
催
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

問　
検
討
委
員
会
を
も
っ

と
活
用
す
る
べ
き
で
は
。

保
健
福
祉
課
長　
現
在
実

施
中
の
事
業
内
容
を
共
有

こんなお子さんの姿は
ありませんか？

姿勢を保つことが
苦手

力加減がうまく
できない

よくぶつかる

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

今後の特別支援は現場の
再構築も視野に入れるべきでは

教育長教育長

通級指導教室の設置を県に働きかけたい
寺田 和佳子

保護者にも気づきを与えられるセンターで
あって欲しいな

一口
メモ

通級指導教室とは…軽度の障がいを持つ児童生徒が通常学級に在籍しながら、
個々に必要な支援を受けられる場所のことです。
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て
2
泊
、
3
泊
し
て
い
た

だ
け
る
試
み
を
検
討
し
て

い
る
。
登
録
業
者
を
町
で

つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
す

ぐ
に
で
き
る
の
か
ど
う
か
、

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協

議
会
の
中
で
そ
れ
が
完
結

で
き
る
の
か
を
見
極
め
て

検
討
し
た
い
。

法
人
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

特
例
措
置
で
小
さ
な
宿
泊

施
設
で
も
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
を
販
売
し
て
連
泊

需
要
を
掘
り
起
こ
し
得
る

が
。

観
光
経
済
課
長　
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の

中
で
も
旅
行
業
者
を
入
れ

観
光
経
済
課
長　
紅
葉
ま

つ
り
の
一
環
で
タ
ク
シ
ー

協
会
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
観
光
コ
ー
ス
を
タ
ク

シ
ー
ド
ラ
イ
ブ
と
し
て
運

行
し
て
い
る
。

問　
観
光
圏
整
備
法
を
活

用
し
て
町
で
地
域
限
定
区

分
の
旅
行
業
登
録
を
す
る

　
観
光
地
が
広
域
的
に
連

携
し
た
「
観
光
圏
」
の
整

備
を
行
う
事
で
、
観
光
客

が
２
泊
３
日
以
上
滞
在
で

き
る
エ
リ
ア
の
形
成
を
目

指
す
観
光
圏
整
備
法
が
あ

り
ま
す
。
観
光
圏
整
備
実

施
計
画
が
認
定
さ
れ
る
と

交
付
金
が
受
け
取
れ
る
可

能
性
が
で
る
ほ
か
、
法
律

上
さ
ま
ざ
ま
な
特
例
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
旅
行
商
品
の

販
売
に
必
要
な
旅
行
業
者

代
理
店
業
を
営
む
た
め
に

必
要
な
旅
行
業
務
取
扱
管

理
者
の
選
任
が
不
要
に
な

る
た
め
、
小
さ
な
宿
泊
施

設
で
も
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ

ア
ー
を
販
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問　
当
町
経
済
の
屋
台
骨

を
支
え
る
観
光
業
だ
が
、

日
帰
り
客
の
多
い
こ
と
が

課
題
だ
と
考
え
る
。
海
外

の
ホ
テ
ル
で
は
近
隣
観
光

地
を
巡
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル

ツ
ア
ー
の
販
売
を
通
じ
て

連
泊
客
を
増
や
し
て
い
る

が
ど
う
考
え
る
か
。

一
般
質
問

一 般 質 問

観光圏整備法を活用し連泊需要
を掘り起こしてはどうか

観光経済課長観光経済課長
エコツーリズム推進協議会の試みを見極めて
検討したい 福本 修

オプショナルツアーのイメージ
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1
1
0
名
、3
年
度
1
0
5

名
で
あ
る
。発
地
市
庭
で

の
出
荷
額
の
町
内
比
率
を

見
る
と
、平
成
28
年
度
の

55・4
%
に
比
べ
令
和
3

年
度
は
57・7
%
へ
と
増

え
て
い
る
。

問　
町
の
農
業
就
業
者
は
、

全
農
家
対
象
の
農
林
業
セ

ン
サ
ス
で
は
大
幅
に
減
っ

て
い
る
。
発
地
市
庭
へ
の

出
荷
者
が
安
定
的
に
増
え

る
と
は
思
え
な
い
。
少
量

多
品
目
と
し
て
新
規
就
農

や
定
年
就
農
、
点
在
し
て

い
る
遊
休
農
地
の
再
生
、

冬
場
生
産
な
ど
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長　
新
規
就

農
者
の
相
談
は
受
け
る
。

農
振
農
用
地
域
で
は
農
地

保
全
の
た
め
草
刈
り
を
委

託
し
て
い
る
。
冬
場
の
野

菜
は
、
静
岡
県
牧
之
原
市

と
地
域
間
交
流
を
し
て
年

間
営
業
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

環
境
課
長　
町
で
事
前
協

議
を
し
て
対
策
要
綱
に
準

じ
た
物
件
だ
け
を
審
議
会

に
諮
問
し
、
審
議
し
て
答

申
を
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
営
農
型
も
含
め

太
陽
光
発
電
は
工
作
物
の

新
築
で
あ
り
、
事
前
協
議

の
対
象
と
な
る
。

発
地
市
庭
の
出
荷

発
地
市
庭
の
出
荷

者
減
少
対
策
は

者
減
少
対
策
は

問　
発
地
市
庭
の
農
産
物

等
直
売
所
は
、
当
初
の
趣

旨
と
違
い
町
の
生
産
者
の

出
荷
が
減
り
、
町
外
の
生

産
物
が
増
え
て
い
る
と
の

指
摘
が
あ
る
。
町
内
出
荷

者
の
平
均
年
齢
と
出
荷
者

数
の
推
移
は
。

観
光
経
済
課
長　
年
齢
は

会
員
登
録
時
に
求
め
て
お

ら
ず
、把
握
し
て
い
な
い
。

町
内
の
生
産
者
数
は
、当
初

の
平
成
28
年
度
は
1
0
7

名
、29
年
度
1
1
8
名
、30

年
度
1
2
1
名
、令
和
元

年
度
1
1
5
名
、2
年
度

判
断
基
準
が
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
が
。

環
境
課
長　
自
然
保
護
対

策
要
綱
の
基
準
で
判
断
す

る
か
も
含
め
、
審
議
会
に

委
ね
て
い
る
。

問　
対
策
要
綱
は
、
審
議

会
で
審
査
の
基
準
に
な
ら

問　
地
球
温
暖
化
危
機
打

開
の
た
め
、
環
境
に
配
慮

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

広
げ
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
。
町
内
で
営
農
型
太

陽
光
発
電
を
設
置
す
る
場

合
、
設
置
希
望
の
農
家
は
、

「
町
自
然
保
護
審
議
会
の

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

立科町では営農型太陽光パネルの下で
ユーカリを栽培し、雇用も生み出しています

発地市庭の軽井沢産野菜は
冬場は少ないです

営農型太陽光発電を設置する
場合の基準は

環境課長環境課長
事前協議し、自然保護対策要綱に準じた物件だけを
自然保護審議会に諮問する中澤 睦夫

営農型太陽光発電とは…農地に３㍍ほどの支柱を立て細い太陽光パネルを設置、
その下で営農をします。発電と農作物収入が期待できます。

一口
メモ
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生
涯
学
習
課
長　
有
料
の

見
学
施
設
で
あ
る
の
で
、

新
し
く
設
置
す
る
ト
イ
レ

は
、
原
則
的
に
は
入
館
者

の
た
め
の
ト
イ
レ
と
な
る
。

観
光
経
済
課
長　
旧
三
笠

ホ
テ
ル
近
隣
で
の
公
衆
ト

イ
レ
設
置
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
考
え
て
い
な
い
。

者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い

準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
入
り
口
付
近
に
あ
っ

た
公
衆
ト
イ
レ
が
、
敷
地

奥
に
移
設
と
な
る
が
、
今

後
は
入
館
者
以
外
は
使
用

で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、

敷
地
外
周
辺
に
公
衆
ト
イ

レ
を
新
設
で
き
な
い
か
。

急
資
金
融
資
制
度
を
延
長

し
、
事
業
継
続
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
国
・
県
の
動

向
も
注
視
し
、
新
し
い
支

援
が
必
要
と
判
断
し
た
際

は
、
躊
躇
す
る
こ
と
な
く

事
業
展
開
し
て
い
く
。

旧
三
笠
ホ
テ
ル
の

旧
三
笠
ホ
テ
ル
の

活
用
は

活
用
は

問　
現
在
、
大
規
模
保
存

修
理
工
事
を
行
っ
て
い
る

が
、
活
用
案
で
は
カ
フ
ェ

等
を
設
け
る
な
ど
、
斬
新

的
で
今
後
の
運
営
に
大
き

く
貢
献
す
る
も
の
が
多
く

あ
る
と
思
う
が
、
一
般
の

方
か
ら
も
意
見
を
募
集
し

た
ら
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長　
現
在
の

活
用
案
は
、
文
化
庁
の
調

査
官
、
文
化
庁
推
薦
の
学

識
経
験
者
、
旧
三
笠
ホ
テ

ル
運
営
協
議
会
で
意
見
を

聴
取
し
な
が
ら
検
討
し
て

き
た
。
広
く
一
般
の
方
か

ら
意
見
を
募
集
す
る
予
定

は
な
い
が
、
カ
フ
ェ
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
町
内
業

問　
軽
井
沢
病
院
で
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

は
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
待
ち

と
の
こ
と
だ
が
、
十
分
な

ワ
ク
チ
ン
の
確
保
は
。

病
院
事
務
長　
納
入
量
は

基
本
的
に
前
年
と
同
数
程

度
と
な
っ
て
お
り
、
一
度

に
す
べ
て
の
ワ
ク
チ
ン
が

納
入
さ
れ
な
い
た
め
、
大

量
確
保
は
非
常
に
難
し
い
。

問　
今
年
、
希
望
し
た
量

の
確
保
は
で
き
る
の
か
。

病
院
事
務
長　
昨
年
並
み

の
量
が
調
達
で
き
る
見
込

み
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
緊

ス
感
染
症
対
策
緊

急
資
金
融
資
等
は

急
資
金
融
資
等
は

問　
来
年
度
も
、
町
内
事

業
者
に
対
し
て
、
適
切
な

支
援
、
施
策
を
迅
速
に
取

り
組
め
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長　
経
営
が

困
難
と
な
る
事
業
者
が
今

後
も
増
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
商
工
会
・
関
係
金
融

機
関
等
と
協
議
の
上
、
緊

一
般
質
問

一 般 質 問

インフルエンザワクチンの
十分な確保は

病院事務長病院事務長

インフルエンザワクチンの大量確保は非常に難しい
佐藤 幹夫

保存修理工事中の旧三笠ホテル
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問　
公
会
計
化
で
も
そ
の

懸
念
は
解
消
さ
れ
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
公
会

計
化
で
も
解
消
さ
れ
る
。

問　
無
償
化
し
て
も
環
境

に
優
し
い
食
材
な
ど
、
質

的
向
上
は
担
保
で
き
る
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
現
状

で
は
答
え
ら
れ
な
い
。

担
の
原
則
に
よ
る
も
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
受
益

者
負
担
的
な
意
味
が
強
い
。

問　
給
食
費
の
公
会
計
化

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
考
え

て
い
な
い
。
無
償
化
を
考

え
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り

格
差
が
な
く
、
子
ど
も
の

自
尊
心
も
傷
つ
か
な
い
。

の
他
、
総
合
学
習
も
あ
る
。

問　
よ
り
質
の
高
い
食
材

を
試
し
て
い
く
考
え
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
家
庭

で
の
商
品
購
入
時
に
、
親

か
ら
伝
え
る
必
要
も
あ
る
。

問　
給
食
用
の
米
、
地
場

産
品
の
農
薬
残
留
検
査
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
町
と

し
て
は
実
施
し
て
い
な
い
。

小
学
校
へ
の
ゲ
ノ
ム

小
学
校
へ
の
ゲ
ノ
ム

編
集
ト
マ
ト
の
苗
の

編
集
ト
マ
ト
の
苗
の

配
付
は

配
付
は

問　
無
償
提
供
申
入
れ
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
学
校

と
協
議
を
し
て
い
く
。

給
食
費
に
か
か
る　

給
食
費
に
か
か
る　

費
用
は

費
用
は

問　
現
状
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
保
護

者
負
担
7
3
0
3
万
円
を

各
校
で
徴
収
（
私
会
計
）。

他
に
5
7
1
1
万
円
を
公

費
支
出
し
て
い
る
。

問　
給
食
費
は
受
益
者
負

　
第
4
次
食
育
推
進
基
本

計
画
の
食
育
の
推
進
目
標

に
は
、「
学
校
給
食
で
の

地
場
産
物
の
活
用
」「
環

境
に
配
慮
し
た
農
林
水
産

物
、
食
品
を
選
ぶ
国
民
を

増
や
す
」
等
と
あ
り
、
具

体
的
に
は
「
給
食
で
の
有

機
食
品
の
利
用
、
有
機
農

業
を
地
域
で
支
え
る
取
り

組
み
事
例
の
共
有
や
消
費

者
を
含
む
関
係
者
の
周
知
、

有
機
農
業
を
生
か
し
て
地

域
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く

地
方
公
共
団
体
の
相
互
の

交
流
や
連
携
」
等
と
あ
り

ま
す
。

問　
「
環
境
に
配
慮
し
た
、

食
品
を
選
ぶ
」
こ
と
を
給

食
時
食
育
に
盛
り
込
ん
で

い
な
い
の
は
不
充
分
で
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
国
が

や
る
べ
き
こ
と
と
考
え
る
。

問　
「
学
校
給
食
で
の
有

機
食
品
の
利
用
」
と
も
あ

る
。
子
ど
も
の
知
る
権
利
、

選
ぶ
権
利
、
最
善
の
利
益

を
得
る
権
利
の
点
か
ら
、

そ
れ
も
国
任
せ
で
よ
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
食
育

一
般
質
問

一 般 質 問

一口
メモ

第 4 次食育推進基本計画の基本的な方針 3 つの重点事項

第４次食育推進基本計画
に照らして不充分では

こども教育課長こども教育課長
「環境に配慮した農林水産物、食品を選ぶ国民を増やす」
ことについては、国がやるべきこと赤井 信夫

学校給食費の公会計化とは…給食費の管理を学校に委ねずに自治体の会計に組み
入れる制度のことです。教員の負担軽減、保護者の利便性、管理の透明性、コス
トへの安定性などの利点があります。

一口
メモ



あなたの写真で

議会だよりの表
紙を

飾ってみません
か

議会だよりに掲載する写真を
募集します！

令和４年１月25日　第133号 18

議　
　
長�

土
屋　
好
生

委
員
長�

寺
田
和
佳
子

副
委
員
長�

利
根
川
泰
三

委　
　
員�

眞
島　
聡
子

�

福
本　
　
修

�

赤
井　
信
夫

�

押
金　
洋
仁

�

川
島
さ
ゆ
り

�

佐
藤　
敏
明

「第 132 号　議会だより軽井沢」の内容訂正について
　４ページ「各会計の決算状況」の表中、「企業会計（収益的収支：税抜）」と記載がありますが、正しくは

「企業会計（収益的収支：税込）」です。掲載内容に誤りがありましたことをお詫び申し上げ、訂正いたします。

〜風景や街角スナップ、生き物など
ジャンルは問いません〜

132
令和3年

議会だより議会だより議会だより
7・97・9

検索
軽井沢町議

会

131令和3年

議会だより
議会だより
議会だより 5・65・6

検索

軽井沢町議会

　詳しくは議会事務局まで　☎0267-45-8910

デジタルデータ
（複数応募可）

軽井沢町内で撮影した未発表作品に限ります
（人物や著作物の場合は掲載許可が必要です）

●著作権・二次利用許諾要件等を遵守してください
●ご応募いただくデータは記録媒体で提出願います
●採用した場合、お名前の掲載をお願いすることがあります

●委員会の報告がわかりづらかったです。
●信大・東大連携協定で行政が依頼して
いる内容がわかりませんでした。
●政策が執行される際のスケジュールが
知りたいです。

３月会議で取り扱う請願・陳情の提出期限は、２月７日（月）です。
同日以降に提出された請願・陳情については、翌定例月会議での取り扱いと
なりますので、あらかじめご了承ください。

再生紙を使用しています。
植物油インキを使用しています。

編
集
後
記

「請願・陳情」の「請願・陳情」の
お知らせお知らせ

発行／令和４年１月 25日
　　　軽井沢町議会
　　　長野県北佐久郡軽井沢町
　　　〒389－0192
　　　☎ 0267（45）8910
電子メール／
gikai@town.karuizawa.nagano.jp
編集／広報広聴常任委員会

　軽井沢町議会
　公式ホームページ

印刷／中澤印刷株式会社
　　　☎ 0268-22-0126

　
昨
年
は「
議
会
だ
よ
り
」を
ご
愛

読
く
だ
さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
12
月
会
議
で
は
、住
民
の
皆
様

か
ら
多
く
の
請
願・
陳
情
を
い
た

だ
き
、大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。今

号
で
は
、そ
の
審
議
過
程
や
結
果

を
可
能
な
限
り
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

皆
様
の
ご
意
見・
ご
要
望
を
議
会

に
提
出
で
き
る
１
つ
の
形
と
し
て

広
く
ご
認
識
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
本
年
も
皆
様
に
分
か
り
や
す
い

編
集
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
川
島
さ
ゆ
り
）

テーマ  　トークde対面とオンラインの

２way ミーティング

　昨年はオンラインのみで開催した懇談会ですが、
今年は対面5名・オンライン3名の8名に参加をい
ただきました。昨年からのモニターに加え6名の
新しいモニターには高校生を含む若い方もいらっ
しゃり、まちづくりに関心を持つ方を増やすとい
う議会の役割を改めて実感しました。

いただいたいただいた
ご意見ご意見

議会だよりモニターとの懇談会議会だよりモニターとの懇談会
令和３年11月22日（月）


